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彼らは「偽装」に手段を選ばない。
ある者は年月をかけ実物を収集し
ある者はレプリカを実物に見えるように加工し
またある者は入手困難なアイテムをイチから創作して「偽装」を表現する。
方法はさまざまだが目指すのはどれだけ実際の兵士の「偽装」を演じられるかだ。
ここに紹介する彼らの装備品はすべて私物である。

写真／三田智仁　　構成・文／恵一郎　　撮影協力／デザートストーム川越
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WESTERN ARMS

世田谷ベース・モデル 
●ウエスタン アームズ　☎03-3407-5922 　http//www.wa-gunnet.co.jp
●Photos & Text by SHOTGUN MARCY

グリップに埋め込まれたメダリオンは、世田谷モ
デルを象徴するアンティーク・フィニッシュのロ
ード・ストローラー。

ミリタリー・テイストを
前面に押し出した世田谷
モデル第4弾のインター
セプター・シリーズ。フ
ルパターンの世田谷モデ
ル専用刻印を、彫刻機で
シャープに刻んだ、スー
パー・コレクション・ア
イテムだ。

スライドにも、彫刻機で刻まれた精密なロード・ストローラー
のマーキング。

　2014年の末に登場して大きな反
響を呼んだ所ジョージ／ウエスタン 
アームズ（以下：WA）、夢のコラボ
レーション・モデル、“1056世田谷
A.F.ベース・モデル”。日本の国民的
タレントであり、独自のセンスで大
人の遊び心を追求する所ジョージさ
んが、モデルガンの時代から熱烈な

満を持して登場!!
ファン待望の
世田谷ベース・
ハイキャップ.45

世田谷ベース・モデル第4弾
《インターセプターⅡ／ノバックサイト・モデル》
●全長：約220㎜
●銃身長：約114㎜
●重量：1,025g
●装弾数：33＋１発
●価格4万1,040円。
●絶賛発売中!!

SETAGAYA  A.F. BASE FOURTH MODEL
《INTERCEPTOR Ⅱ/NOVAK SIGHT MODEL》

1056 INTERCEPTO SERIES
第４弾！！
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自衛隊観艦式の歴史

取材／菊地雅之

　10月18日、自衛隊創設を記念し、相模
湾において自衛隊観艦式が行なわれた。
観艦式とは海の上で行なう艦艇による
パレードの事で、古今東西、海軍やそ
れに類する組織が実施している行事の

ひとつだ。この式典に参加する最上位
の者を観閲官と呼び、基本的にその国
の国家元首や軍の最高指揮官などが務
める。観閲官は、各部隊の装備や練度
を点検するという目的がある。この行
為を観閲と呼ぶのだ。
　観艦式の起源は、1341年英仏百年戦

争の中のブルターニュ継承戦争に出撃
する時に、英国のエドワード3世が、自
分が指揮する艦隊を観閲したことが始
まりといわれている。それ以降、観艦
式は世界中に普及していった。
　日本での初めての観艦式は、明治元
年3月26日に天保山沖で行なわれた。

この時観閲官を務められたのは明治天
皇であった。天保山から停泊する7隻
（内1隻はフランス海軍艦艇）を観閲し
た。そして後にも先にも日本最大規模
の観艦式となったのは、1940年10月11
日、横浜沖で行なわれた紀元2600年特
別観艦式だ。艦艇98隻、航空機527機が

参加。戦局の悪化から、これが最後の
観艦式となった。
　時は流れ、海自となってから初となる
観艦式は、1957年10月2日に行なわれた。
1960年11月2日に第2回目が行なわれ、
1973年までは毎年実施された（1963年は
開催せず）。しかしオイルショックの影

響等を受け、これ以降、観艦式は中止さ
れるも、1981年に再開。だが、不定期実
施となってしまった。
　1996年より陸海空自衛隊が持ち回り
で記念式典を実施する事となり、1997
年に海自が観艦式を実施。これ以降3
年ごとのローテーションとなった。
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